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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本統治下台湾における歌舞伎・浄瑠璃の上演実態を把握し、これまで言
及されていない歌舞伎・浄瑠璃史を構築することを目的とし、主に現地発行の新聞雑誌、特に『台湾日日新報』
より、歌舞伎、浄瑠璃（義太夫）の上演日、演目、演者などを収集し分析した。結果として、少なくとも日本統
治開始5年後の明治33年（1900）には浄瑠璃興行があったこと。日本人経営による劇場「台北座」「栄座」で契
約していた歌舞伎は、いわゆる大歌舞伎の役者ではないこと。興行には料理屋組合や台北花柳界が関わっていた
こと。明治30年代後半に旧劇から新演劇への興行への移行が顕著だったことなど、より具体的な実態を把握する
ことができた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to grasp the actual situation of Kabuki and Joruri
 performances in Taiwan under Japanese rule and to construct a history of those that hasn’t been 
mentioned before. We are able to reach more specific facts, such as that the results that there were
 Joruri performances at least as early as 1900, that five years after the beginning of Japanese 
rule, that the Kabuki performances contracted to the Japanese-run theatres such as Taipei-za and 
Sakae-za were not the so-called 'Big-kabuki' actors, that the Association of Japanese Restaurants 
and the Hanamachi (Geisha District Community) in Taipei were involved for the box-office, that there
 was a marked shift from Kabuki to Shin-Engeki in the late 1890s.

研究分野： 演劇学

キーワード： 台湾　植民地　演劇　歌舞伎　浄瑠璃　義太夫　劇場　興行
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、断片的ではあるが日本統治下台湾における歌舞伎、浄瑠璃興行の実態を具体的に把握すること
が出来たことである。日本本土（内地）における興行、演劇状況との関係については今後の課題となるが、小芝
居や新演劇について新しい具体例を示したことで、近代歌舞伎・浄瑠璃研究、演劇研究のみならず、最近の盛ん
になっているポストコロニアリズム研究において、新しい研究視座を提供することができたと思われる。社会的
には、かつての歴史、文化現象への正確な把握をうながし、今後の異文化交流のありかたについての課題やひと
つの指標を考えるきっかけとなる意義があるのではないだろうか。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

本研究は、明治 28 年（1895）から昭和 20 年（1945）の間、日本統治下にあった台湾に

おける歌舞伎・浄瑠璃の上演実態を把握する目的で始まった。研究開始当初、日本統治下（以

下、日治時代）台湾における文化活動、とりわけ演劇・芸能の分野に関する研究としては、

（１）新劇・新派などの近代劇、（２）映画、（３）能楽・邦楽・茶の湯・いけ花等、素人の

余暇芸能活動についての研究があったが、歌舞伎、および素人余暇活動ではない浄瑠璃興行

に着目した研究は皆無に等しい状態であったと言ってよいだろう。 

ただし、興行の場である劇場については、石婉舜、頼品蓉によるプロジェクト研究「台湾早

期戯院普及研究（1895-1945）ⅠⅡ」が、日治時代の劇場の概要や場所をデジタルマッピン

グした「台湾老戯院文史地図 1895-1945」（http://map.net.tw/theater/）を紹介するなど、

台湾の研究者による成果があり、すでに本研究の基盤はある程度整っている状態だった。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、明治 28 年（1895）から昭和 20 年（1945）、日本統治下にあった台湾におい

て、歌舞伎・浄瑠璃がどの程度行われ、どのような演者・演目・公演形式で行われていたの

か、まずは状況を把握することを目標とした。日治時代の台湾において、歌舞伎、浄瑠璃の

興行があったことは、日本演劇史はもちろん歌舞伎史、浄瑠璃史、台湾演劇史のなかでも言

及されることはほぼなかった。これまで日本演劇史で主流に語られてきたのは、東京を中心

とした、いわゆる大歌舞伎や、文楽系の人形浄瑠璃芝居などであったが、近年はより小規模

ながら膨大な数の興行がなされていた小芝居や、素浄瑠璃の隆盛などにも研究の目が向け

られるようになっている。本研究はその線上に位置づけられると予測されているが、植民地

と言う場についてはこれまで十分な目配りがされておらず、本研究はその空白を埋めるこ

とが目的であった。また植民地における文化活動という点においては、近年、満州、朝鮮な

どの芸能についての研究も盛んであり、台湾も同様である。しかし、その対象は後世の影響

が強い新劇・新派などの近代劇、あるいは映画、能楽・邦楽・茶の湯・いけ花等、素人の余

暇芸能活動についての研究と考察がほとんどであった。これらの成果に、歌舞伎・浄瑠璃の

興行を如何に位置付けるかも本研究の目的のひとつであった。 

 

 

３．研究の方法 

 

 本研究では、『台湾日日新報』等現地発行の新聞雑誌の記事を主な情報収集源として使用

した。特に『台湾日日新報』は、日本統治下台湾で、明治 31 年（1898）5 月 1 日から昭和

19 年（1944）3 月 31 日まで発行されていた新聞で、発行年月の長さもさることながら、演

劇興行に関してはほぼ毎日、公演情報が掲載されているため、中心的に使用した。具体的に

は、記事から、演者・演目・公演場所、公演日時などの基礎情報を蓄積することから始めた。



当初は、国立台湾図書館の端末を利用し、歌舞伎、浄瑠璃、義太夫、演劇等キーワードによ

る記事検索によってヒットする記事を収集した。記事の収集・整理と並行して考察の対象と

すべき事象の選定も行った。研究メンバーは歌舞伎を専門とする日置貴之（分担者）、能狂

言を専門とする王冬蘭（分担者）が当初は歌仔戯との接点と劇場の成立史について、浄瑠璃

を専門とする川上俊文（研究協力者）が義太夫、浄瑠璃の情報を収集分析にあたり、中尾薫

（代表者）は全体の総括を担当した。また、日治時代台湾の演劇・芸能に関する研究を進行

しているほかの研究者をお招きし、研究討議会を催すことによって、多義的な研究視点が確

保できるように務めた。 

 

 

４．研究成果 

 本研究期間全体を通して、（1）日本統治が始まったわずか 5 年後の明治 33 年（1900）に

は「十字館」にて浄瑠璃興行があったこと。（２）日本人経営による劇場「台北座」「栄座」

は歌舞伎役者と契約し、多くの役者はいわゆる大歌舞伎の役者ではないこと（日置貴之「明

治三十六年「台北役者評判記」（一）（二）」）。（３）大正 2 年に台湾巡業中に客死した三世竹

本隅太夫の興行には料理屋組合や台北花柳界が関わっていたこと（シンポジウム「日本統治

下台湾の能・歌舞伎・浄瑠璃興行をひもとく」（民族芸術学会第 159 回研究例会、2021 年 3

月 14 日での川下俊文の口頭報告）。（４）明治 30 年代後半に旧劇から新演劇への興行への

以降が顕著になり、本地人向けの演劇興行が一時人気となったが、当初は政治的な意図とは

あまり連関がなかった可能性があることなど断片的であるが、より具体的な実態を把握す

ることができた。 
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